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要 日
大気、海洋といった大規模な地球流体現象における流れは、密度成層効果と回転効果(コリオリ
効果)のため、鉛直高さの異なる層ごとに二次元運動とみなせる。また、各層間の相互作用を考慮
する場合には「準地衡風方程式」で近似される。McWilhamsは準地衡風乱流の計算を実行し、
自発的な秩序渦構造が出現し、流れの動力学を支配することを示した。星は、準地衡風点渦系の
統計的性質を調べ、エネルギー変化に伴い E｀nd‐e■cザと呼ばれる現象を確認し、これらによつて
求まった平衡渦分布を理論的に最大エントロピー理論に基いて (エネルギー・角運動量・鉛直渦
分布の保存量のもとで情報エン トロピーを最大にする)求めた。岡田は半径方向渦分布が
Gaussian型とTop‐hat型をとると仮定して最大エントロピー理論を適用し,数値計算結果を定
性的に説明した。
本研究では、準地衡風近似を用いて散逸過程を伴わない点渦系、および散逸過程 (渦の合体)
をモデル化した球渦系の統計的性質を調べた。今回は分子動力学専用計算機 MDGRAPE-3を流
体分野に援用して大規模数値計算を行つた。
準地衡 風 点渦 系 のエ ネル ギー依存性 につ い て調 査す るた めに、正温度領 域 、
O｀Linverse‐temperature、負温度領域の数値計算を行い、 E｀nd‐e■ct'、 I｀nverse end‐effect'とい
らた特徴的な振る舞いを確認した。また、渦雲間の相互作用を調べ、LiらがCASL法を用いて行
つた2体同体積球渦の計算結果と比較した。CASL法は一様渦度領域を仮定した計算方法なので、
正温度領域との数値計算結果と比較した。CASL法での計算結果よりも、点渦法の計算結果の方
が合体しやすいことが分かった。各エネルギーにおいて二つの渦雲を用意し時間発展をさせ、合
体・渦交換・定常回転の3つに分類し調べた。特に渦雲同士が合体した場合、合体後の渦雲の渦
重心周辺に着目すると、渦のエネルギーが初期のエネルギー分布より高いエネルギー分布になる
ことを確認した。
また、準地衡風球渦計の統計的性質について調べた。弱い散逸を伴う球渦系の数値計算におい
て、直接数値計算法であるCASL法の結果からごく弱いエンス トロフィー散逸条件と合体ルール
を仮定した。エネルギー・エンス トロフィー・渦数はある時間領域でべき乗員Jに従い減少した。
この時間領域において渦分布では中心層において一様渦度領域を形成した。
